
提
　
言

　

日
本
は
、
国
土
の
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
多
く
の

島と
う

嶼し
ょ

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
海
洋
国
家
で
あ
る
。
貿
易

量
の
多
く
を
海
上
輸
送
に
依
存
す
る
我
が
国
の
日
々

の
生
活
や
産
業
活
動
は
、
海
事
産
業
の
競
争
力
強
化

や
海
洋
安
全
保
障
の
確
保
な
し
に
は
存
立
し
得
な
い
。

ま
た
、気
候
変
動
問
題
は
、海
洋
分
野
に
お
い
て
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
海
洋
に
係
る
施
策
は
幅
広
い
分
野

に
及
び
、
府
省
横
断
的
に
対
応
す
る
べ
き
課
題
が
多

い
こ
と
か
ら
、
海
洋
基
本
法
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を

本
部
長
と
す
る
総
合
海
洋
政
策
本
部
を
設
置
す
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
海
洋
に
関
し
て
政
府
が
講
ず
べ

き
施
策
等
を
規
定
し
た
「
海
洋
基
本
計
画
」
を
５
年

ご
と
に
決
定
し
て
お
り
、
政
府
は
２
０
２
３
年
度
か

ら
の
実
施
を
見
据
え
て
、
現
在
、
次
期
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
次
期
計
画
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、
経
済
安
全
保
障
の
確
保
、

地
域
活
性
化
な
ど
、
今
日
の
経
済
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
た
課
題
に
対
応
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
今
般
、

提
言「Society 5.0

時
代
の
海
洋
政
策
」
を
取
り
ま

と
め
た
。
提
言
で
は
、
次
期
計
画
に
盛
り
込
み
、
政

府
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
⑴
産

業
競
争
力
の
強
化
、
⑵
海
洋
の
Ｇ
Ｘ
、
⑶
海
洋
安
全

保
障
の
確
保
・
地
域
活
性
化
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
き

整
理
し
て
い
る
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

産
業
競
争
力
の
強
化

　

安
定
的
な
海
上
輸
送
に
よ
り
、
我
が
国
の
日
々
の

生
活
を
支
え
る
海
事
産
業
の
基
盤
の
維
持
は
、
経
済

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
。
他
方
、
海
事
産
業
は
常
に
厳
し
い
国
際
競
争

に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代
船
舶
の
開
発
等
に
よ

る
競
争
力
強
化
に
官
民
一
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
提
言
で
は
、
無
人
運
航
船
・
自
動
運
航

船
に
つ
い
て
、
そ
の
技
術
開
発
や
規
格
化
の
促
進
と

Society 5.0

時
代
の
海
洋
政
策

─�
次
期
海
洋
基
本
計
画
に
対
す
る
意
見

と
も
に
、
国
内
の
関
連
制
度
の
整
備
と
国
際
海
事
機

関
等
に
お
け
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
整
備
を
主
導
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ

ア
等
を
燃
料
と
す
る
環
境
船
舶
に
つ
い
て
、
技
術
開

発
の
促
進
や
燃
料
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ
の
支

援
の
拡
充
等
を
要
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
今
の
国
際
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
広
大
な
領
海
・
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）内
に
存
在
す
る
海
洋
資
源
を
商
業
ベ
ー
ス

で
採
掘
で
き
れ
ば
、
地
政
学
リ
ス
ク
に
左
右
さ
れ
な

い
国
産
資
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
提
言
で

は
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
長
期
安
定
生
産
に
向

け
た
技
術
開
発
や
、
レ
ア
ア
ー
ス
泥
の
資
源
量
把
握
、

生
産
技
術
の
開
発
を
は
じ
め
、
政
府
主
体
で
海
洋
資

源
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。
関
連
し
て
、

海
底
資
源
調
査
の
ほ
か
、
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、

自
律
型
無
人
探
査
機
は
じ
め
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
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術
・
性
能
の
向
上
に
引
き
続
き
官
民
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
が
持
続
的
に
海
洋
を
利
活
用
し

て
い
く
た
め
に
は
、
海
洋
人
材
の
育
成
が
必
須
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
海
洋
の
重
要
性
へ
の
国
民
理
解
を
官

民
連
携
で
促
進
す
る
こ
と
や
、
海
洋
に
係
る
仕
事
に

つ
い
て
、
大
学
生
や
若
手
技
術
者
に
適
切
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
等
を
提
言
し
て
い
る
。
な
お
、
人
材
の

育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代
や
経
済
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
形
で
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

海
洋
の
Ｇ
Ｘ

　

気
候
変
動
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
は
、
待
っ
た
な

海
洋
安
全
保
障
の
確
保
・
地
域
活
性
化

　

近
年
、
日
本
周
辺
海
域
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
活

動
が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
領
海
や
Ｅ

Ｅ
Ｚ
に
お
け
る
安
全
や
海
洋
権
益
へ
の
脅
威
で
あ
り
、

管
理
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
領
海
や

Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
根
拠
付
け
る
国
境
離
島
の
保
全
や
活
性
化

も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
日
本
周
辺
海
域
の
適
切
な
管
理
に
資
す

る
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
の
体
制
整
備
に
必
要
な
関

連
産
業
の
基
盤
強
化
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
警
戒
監

視
に
係
る
先
端
技
術
の
開
発
支
援
を
求
め
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
離
島
の
持
続
的
な
活
性
化
に
向
け
た
、

雇
用
機
会
の
拡
充
、
観
光
振
興
、
通
信
基
盤
の
整
備
、

地
産
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
導
入
は
じ
め
法
制
面
・
予

算
面
の
手
当
て
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭

化
の
た
め
に
は
、
海
洋
秩
序
の
維
持
・
強
化
を
通
じ

た
シ
ー
レ
ー
ン
の
安
全
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
で
掲

げ
る
法
の
支
配
や
航
行
の
自
由
の
定
着
に
向
け
て
、

国
際
場
裡
で
の
発
信
の
強
化
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

海
上
法
執
行
能
力
の
構
築
支
援
等
を
戦
略
的
に
進
め

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
、
谷
公
一
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣（
海
洋
政
策
）に
建
議
し
、
次
期
海
洋
基
本
計

画
へ
の
反
映
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
期
計
画
の
決
定
後
は
、
総
合
海
洋
政
策

本
部
を
司
令
塔
と
し
て
、
関
係
府
省
が
連
携
し
な
が

ら
、
海
洋
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
経
団
連
と

し
て
働
き
掛
け
て
い
く
。

し
で
あ
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
て
、
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促
進
は
重
要
課

題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
政
府
に
よ
る
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基

づ
く
促
進
区
域
の
継
続
的
な
指
定
と
と
も
に
、
国
内

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
や
コ
ス
ト
低
減
に
資
す

る
技
術
開
発
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

関
連
す
る
規
制
・
規
格
の
点
検
、
日
本
版
セ
ン
ト
ラ

ル
方
式
の
早
期
導
入
、
審
査
の
効
率
化
に
資
す
る
設

計
指
針
の
政
府
主
導
に
よ
る
策
定
、
基
地
港
湾
の
整

備
推
進
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
遠
浅
の
海
域
が
少
な
い
日
本
に
お
い
て
、

大
規
模
な
導
入
が
期
待
さ
れ
る
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
に
つ
い
て
は
、
技
術
開
発
の
促
進
の
み
な
ら
ず
、

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
の

対
象
海
域
を
Ｅ
Ｅ
Ｚ
ま

で
拡
大
す
る
場
合
の
国

際
法
上
の
課
題
の
検
討

を
進
め
る
な
ど
、
事
業

環
境
の
整
備
に
足
元
か

ら
取
り
組
む
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
二
酸
化

炭
素
を
回
収
・
貯
留 

す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ（Carbon 

dioxide C
apture  

and Storage

）の
実

装
に
向
け
て
、
海
底
の

貯
留
適
地
の
特
定
や
関

連
す
る
ル
ー
ル
整
備
を

進
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
。

Society 5.0時代の海洋政策

産業競争力の強化

 海運・造船等の競争力
強化

 国内海洋資源の開発

 海洋データの利活用

 海洋人材の育成

 北極政策の推進

海洋のGX

 カーボンニュートラル
への貢献
（洋上風力発電、CCS）

 海洋環境の保全

海洋安全保障の確保 
地域活性化

 領海・EEZの管理強化

 離島の活性化

 海洋秩序の維持・強化

谷内閣府特命担当大臣（海洋政策）（左）と満岡委員長
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